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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、2019 年７月４日に公表した 2020 年５月期通期(2019 年５月 21 日～

2020 年５月 20日)の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 
 

2020 年５月期通期連結業績予想数値の修正(2019 年５月 21日～2020 年５月 20日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

300,000 

百万円 

15,000 

百万円 

15,300 

百万円 

11,000 

円 銭 

348.94 

今回発表予想(B) 300,000 12,524 12,900 9,309 295.29 

増減額(B-A) - △2,475 △2,400 △1,690  

増減率(％) - △16.5 △15.7 △15.4  

(ご参考)前期実績 

(2019 年５月期) 
250,885 14,147 14,620 10,648 337.86 

 

修正の理由 

2020 年 5 月期は中期経営計画の最終事業年度であり、売上高 3,000 億円を目標としており、その達

成に向けて価格訴求や販促強化の営業施策を進める中で、第 2 四半期(累計)においては、消費増税対策

としての販促強化策を追加しておりましたが、主として７月の冷夏による日焼け止めや制汗剤などの季

節商品の不振を補えず、売上総利益率が予想を下回り、営業利益、経常利益並びに親会社株主に帰属す

る当期純利益も予想を下回る結果となりました。第 3 四半期以降も当該営業施策を継続する予定である

ことから、通期業績における営業利益、経常利益並びに親会社株主に帰属する当期純利益も予想を下回

る見通しとなります。 

 

(注)上記の業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


